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尾
去
沢
鉱
山
の
発
見
は
、
奈
良
時
代
の
和
銅
元
年

（
7
0
8
年
）で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
伝
記
で

は
尾
去
沢
鉱
山
の
金
が
奈
良
東
大
寺
の
大
仏
鋳
造
に
使
わ

れ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
世
の
鹿
角
地
域
は

奥
州
藤
原
氏
の
祖
と
さ
れ
る
安
倍
氏
が
統
治
し
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
の
後
、
尾
去
沢
の
金
が
平
安
末
期
、
藤
原
氏
に

よ
っ
て
築
か
れ
た
平
泉
の
黄
金
文
化
に
大
い
に
貢
献
し
た
と

伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
南
部
藩
領
下
に
あ
っ
た
藩
政
時
代

に
は
金
山
と
し
て
、
明
治
時
代
以
降
は
銅
山
と
し
て
国
内
屈

指
の
生
産
量
を
誇
り
ま
し
た
が
、
海
外
で
の
大
規
模
鉱
山
開

発
な
ど
の
影
響
も
あ
り
昭
和
53
年
に
1
2
7
0
年
の
歴
史

に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
そ
の
坑
道
の
長
さ
は
明
治
以
降
だ
け

で
7
0
0

km
、江
戸
以
前
を
含
め
れ
ば
8
0
0

km
以
上
と
さ

れ
、
現
在
は
観
光
坑
道
と
し
て
そ
の
一
部
を
公
開
し
て
い
ま

す
。
写
真
の
石
切
沢
通
洞
坑
コ
ー
ス
は
、シ
ュ
リ
ン
ケ
ー
ジ
採

掘
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
採
掘
し
た
跡
で
、国
内
で
現
在
見

る
こ
と
の
で
き
る
採
掘
跡
と
し
て
は
最
大
規
模
の
も
の
。
人

の
力
で
掘
ら
れ
た
大
規
模
な
空
洞
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

故
郷
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着
実
真
摯
な
人
柄
で

信
頼
を
得
る

01

昭
和
48
年「
若
竹
幼
児
教
育
セ
ン
タ
ー
」と

し
て
再
出
発
。
近
年
建
物
は
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

さ
れ
ま
し
た
が
、
弊
社
社
員
の
子
供
た
ち
を

は
じ
め
、
地
域
の
多
く
の
人
々
に
親
し
ま
れ

て
い
ま
す
。
な
お
、
三
蔵
が
創
設
し
た
旧
幼

稚
園
施
設
は
、「
老
人
憩
い
の
家
」と
し
て
活

用
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
設
し
ま
し
た
。
名
称
は
若
竹
幼
稚

園
。
当
初
は
三
蔵
自
ら
が
園
長
と
な

り
個
人
経
営
と
し
て
ス
タ
ー
ト（
三
蔵

の
死
後
は
学
校
法
人
に
改
組
）。
昭
和

31
年
6
月
15
日
竣
工
式
、
7
月
1
日

に
開
園
式
を
行
い
ま
し
た
。
当
時
は

周
辺
に
幼
稚
園
の
数
が
少
な
く
、
地

元
・
飯
田
川
地
区
の
ほ
か
、
井
川
、
昭

和
地
区
の
子
供
た
ち
の
教

育
を
も
担
う
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
若
竹
幼
稚
園
は

昭
和
42
年
に
敷
地
、
建
物

等
一
切
が
飯
田
川
町
に
寄

付
さ
れ
経
営
も
町
が
行
う

こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
町
が
経
営
し

て
い
た
保
育
園
と
幼
稚
園

を
統
合
。
町
役
場
付
近
に

移
築
す
る
こ
と
と
な
り
、

愛
に
も
熱
心
な
人
で
し
た
。
既
に
70
歳
半

ば
と
い
う
年
齢
で
し
た
が
、
老
い
て
な
お

頭
脳
明
晰
。
社
会
の
風
潮
も
大
戦
後
の

傷
痕
を
癒
し
、
次
の
発
展
の
機
会
を
う
か

が
う
時
期
。
堅
実
で
野
心
に
お
ご
る
こ
と

の
な
い
三
蔵
の
人
柄
は
当
時
の
弊
社
に

と
っ
て
最
適
な
人
材
だ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　
社
内
に
お
い
て
は
、
自
ら
が
先
頭
と
な

り
貯
金
組
合
、
読
書
会
を
開
設
し
た
り
と
、

そ
れ
ま
で
会
社
に
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た

相
互
扶
助
、
教
養
向
上
の
環
境
づ
く
り
に

も
熱
心
に
取
り
組
み
ま
す
。
こ
の
精
神
は
、

現
在
へ
と
至
る
各
種
の
福
利
厚
生
面
で

の
実
績
に
つ
な
が
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
地
方
教
育
の
振
興
に
も
熱
心
で
し

た
。
本
社
近
く
の
空
き
家
を
購
入
。
私
費

7
0
0
万
円
を
投
じ
こ
こ
に
幼
稚
園
を

　
昭
和
25
年
、
小
玉
友
吉
の
逝
去
に
伴

い
３
代
目
社
長
に
就
任
し
た
の
が
、
友

吉
の
次
弟
・
小
玉
三
蔵
で
し
た
。
そ
の

人
柄
は
ま
さ
に
謹
厳
実
直
。
事
業
拡
張

の
た
め
に
攻
め
続
け
る
長
兄
・
友
吉
の

積
極
策
に
対
し
、
む
し
ろ
抑
制
的
な
役

割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。
小
玉
醸
造

の
役
員
に
名
を
連
ね
る
一
方
で
、
秋
田

市
内
に
開
設
さ
れ
た
ヤ
マ
キ
ウ
商
店

（
小
玉
醸
造
の
支
店
的
存
在
だ
っ
た
が
、

三
蔵
へ
の
暖
簾
分
け
的
意
味
合
い
も

あ
り
全
く
の
別
会
社
と
し
て
運
営
さ

れ
て
き
た
）の
社
長
と
し
て
同
社
の
基

盤
を
確
立
。
さ

ら
に
、
秋
田
市

議
会
議
員
や

裁
判
所
の
調

停
委
員
な
ど

を
務
め
る
な

ど
、
進
ん
だ
社

会
感
覚
の
持

ち
主
で
も
あ

り
、
福
祉
、
慈

小
玉
醸
造
物
語

小
玉
醸
造
131
年
の
歴
史
を
振
り
返
る【
昭
和
編
そ
の
2
】（
昭
和
初
期
～
現
在
）

㉕

小玉三蔵。
昭和初期の撮影と思われる

昭
和
25
年
小
玉
三
蔵
が
、3
代
目
社
長
に
就
任

新
た
な
体
制
で
新
時
代
へ
船
出
す
る

ヤマキウ商店　三蔵が社長を務めていた「ヤマキウ商店」。
弊社社長就任後も両方の社長を兼務した

昭和初期の弊社主要メンバー。
友吉の隣に三蔵が座っている

潟上市立若竹幼児教育センター。
市立若竹保育園、市立若竹幼稚園が同居する幼保連携型

弊社本社近くにあるかつての若竹幼稚園。
現在は「老人憩いの家」として活用されている

私
費
を
投
じ
て
幼
稚
園
を
開
設



た
と
の
記
録
も
あ
る
。
そ
の
記
述
に
由
来
し
、

浜
中
さ
ん
た
ち
は「
殿
さ
ま
あ
ゆ
」
と
名
づ

け
、
栗
同
様
に
、
約
20
の
菓
子
店
、
飲
食
店

が
、
鮎
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
菓
子
、

鮎
を
使
っ
た
料
理
を
考
案
、
提
供
。
既
に
多

く
の
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
。「
角
館

に
は
ま
だ
ま
だ
可
能
性
が
秘
め
ら
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
縁
あ
っ
て
出
会
っ
た
角
館
の

た
め
に
こ
れ
か
ら
も
お
役
に

立
ち
た
い
」
と
語
る
浜
中
さ

ん
。
今
年
6
月
に
は
、
仙
北

市
観
光
産
業
拠
点
特
別
区

観
光
戦
略
会
議
員
に
就
任
。

公
私
に
わ
た
り
そ
の
活
躍

が
嘱
望
さ
れ
て
い
る
。

菓
子
店
、料
理
店
で
、各
店
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ス

イ
ー
ツ
、料
理
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
使

わ
れ
る「
栗
」
は
、角
館
の
お
隣
り
西
木
地
区

の「
西
明
寺
栗
」
。
粒
の
大
き
さ
が
国
内
最
大

級
と
さ
れ
る
貴
重
な
栗
で
都
内
で
は
高
値
で

取
引
さ
れ
る
プ
レ
ミ
ア
ム
マ
ロ
ン
。
そ
の
栗
を

食
材
に
地
元
な
ら
で
は
の
味
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
い
う
趣
旨
だ
。

　「
栗
」
に
続
く
第
2
弾
と
し
て
今
年
7
月

に
デ
ビ
ュ
ー
。
9
月
中
旬
ま
で
提
供
さ
れ
る

の
が「
鮎
」
だ
。
桜
並
木
で
知
ら
れ
る
桧
木
内

川
は
全
国
屈
指
の
鮎
釣
り
の
ポ
イ
ン
ト
。
藩

政
時
代
に
は
藩
お
か
か
え
の
鵜
匠
が
お
り
、

桧
木
内
川
産
の
鮎
は
殿
様
に
も
献
上
さ
れ

の
間
に
ブ
ル
ネ
イ
2
店
舗
、東
マ
レ
ー
シ
ア
4

店
舗
の
開
店
を
手
が
け
、地
域
経
済
の
振
興

に
貢
献
し
た
と
し
て
ブ
ル
ネ
イ
国
よ
り
勲
章

も
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　
帰
国
後
は
ヤ
オ
ハ
ン
資
本
下
に
あ
っ
た
秋

田
の
企
業
再
建
の
為
に
来
秋
。
手
腕
を
振
る

う
も
親
会
社
の
ヤ
オ
ハ
ン
が
倒
産
す
る
。
秋
田

を
離
れ
る
選
択
肢
も
あ
っ
た
が
、角
館
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
で
も
あ
っ
た
施
設
閉
鎖
に
地
域
の
危

機
感
を
感
じ
、
仲
間
で
あ
っ
た
淵
田
社
長
ら

と
と
も
に（
株
）角
館
プ
ラ
ザ
を
設
立
。ホ
テ
ル・

ス
ー
パ
ー（
現
在
は
テ
ナ
ン
ト
に
よ
る
運
営
）の

事
業
を
現
在
へ
と
引
き
継
い
で
き
た
。

　
昨
年
秋
に
デ
ビ
ュ
ー
。
今

年
も
9
月
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
角
館
の「
栗
」
コ
レ
ク

シ
ョ
ン（
10
月
下
旬
頃
ま

で
）
。
中
心
部
約
20
店
の

7月下旬に行われた「殿
さまあゆ」の記者発表会
には佐竹秋田県知事も参
加。ちなみに、佐竹知事は
ご当地・佐竹北家の末裔。
時代を超え 、まさに殿様
へのご献上品となった

地
元
資
産
を
発
掘
。

本
物
志
向
で
デ
ビ
ュ
ー

06

よ
も
や
ま
見
聞
録

＜プロフィール＞
昭和23年7月20日横浜
市弘明寺生まれ。（株）角館
プラザ取締役支配人。ご家
族は静岡県三島市に在住と
のことで角館へは単身赴任
（結婚生活35年間にして、
単身生活24年目）。
平成22年仙北市観光産業
拠点特別区観光戦略会議員
に就任。地域の観光事業策
ブレーンとしての活躍が嘱
望されている。

今年7月デビューした「殿
さま あゆ」コレクション
の料理の一例。定番の塩
焼きのほか、刺身、寿司、
天ぷら 、炊き込みご飯な
どバリエーションも豊富

「栗」「鮎」コレクションは 、「横町
さくら通り会」が手がけた事業。会
長の佐々木さん（写真右）と浜中さ
んらが中心となって実現させた

　
み
ち
の
く
の
小
京
都
、桜
並
木
と
武
家
屋

敷
で
知
ら
れ
る
角
館
だ
が
、
角
館
な
ら
で
は

の
味
覚
・
名
物
料
理
と
い
う
点
で
は
印
象
が
薄

か
っ
た
。
な
ら
ば「
こ
れ
ぞ
角
館
」
と
い
う
味
、

し
か
も
、
地
域
ゆ
か
り
の
食
材
で
提
供
し
よ

う
と
、約
20
の
菓
子
店
、飲
食
店
が
参
加
し

て
昨
年
秋
に「
栗
」、今
年
夏
に
は「
鮎
」を
使
っ

た
菓
子
＆
料
理
を
考
案
・
提
供
し
て
い
る
。
そ

の
運
動
の
仕
掛
け
人
の
一
人
が
浜
中
さ
ん
だ
。

　
横
浜
弘
明
寺
で
生
ま
れ
育
っ
た
浜
中
さ
ん

は
、昭
和
46
年
、大
学
卒
業
と
と
も
に
ヤ
オ

ハ
ン
に
就
職
す
る
。
当
時
は
静
岡
の
ロ
ー
カ
ル

ス
ー
パ
ー
だ
っ
た
が
、昭
和
50
年
代
か
ら
の
グ

ロ
ー
バ
ル
化
に
と
も
な
い
浜
中
さ
ん
も
海
外
へ
。

昭
和
61
年
、東
南
ア
ジ
ア
進
出
の
要
職
を
担

い
ブ
ル
ネ
イ
に
出
向
す
る
。
現
地
滞
在
8
年

か
つ
て
は
世
界
市
場
で
活
躍
し
た
流
通
マ
ン

浜
中 

明
さ
ん

　
　角
館
・

味
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

仕
掛
け
人
の
お
話

夏
は
鮎
、

秋
は
栗
。

鮎を使ったパスタ料理も登場

今年も9月からスタートする
「西明寺 栗」コレクションの一
例。角館駅前の観光情報セン
ター「角館駅前蔵」などで、提供
店のパンフレットが入手できる。

鮎をイメージした菓子類もある

07

地
域
の
食
財
産
を
発
掘
、
角
館
の
新
し
い
味
覚
作
り
を
提
案
す
る
ホ
テ
ル
支
配
人



　
秋
田
市
出
身
の
オ
ー
ナ
ー
が
平
成
19
年
8
月

8
日
に
オ
ー
プ
ン
。現
在
は
店
長
の
娘
さ
ん
と
元

気
あ
ふ
れ
る
ス
タ
ッ
フ
が
店
を
切
り
盛
り
し
て

い
る
。
食
材
の
仕
入
れ
の
た
め
に
、
娘
さ
ん
自
ら

も
年
に
数
回
秋
田
を
訪
ね
る
ほ
か
、秋
田
市
近
郊

に
親
戚
が
多
い
と
の
こ
と
で
、
山
菜
、
キ
ノ
コ
類

を
は
じ
め
、
ウ
サ
ギ
、
鹿
肉
な
ど
秋
田
直
送
の
食

材
も
豊
富
。
伝
統
的
な
秋
田
の
料
理
に
加
え
、
秋

田
な
ら
で
は
の
食
材
を
使
っ
た
ア
イ
デ
ィ
ア
料

理
も
大
人
気
だ
。
そ
の
一
例
が
看
板
メ
ニ
ュ
ー
の

「
な
ま
は
げ
爆
弾
」。
焼
海
苔
で
縁
を
飾
っ
た
器
の

中
に
、納
豆
、山
芋
、ギ
バ
サ
、ネ
ギ
ト
ロ
、卵
、と

ん
ぶ
り
と
、
ネ
ッ
パ
リ
系
大
好
き
の
秋
田
県
人
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
を
く
す
ぐ
る
食
材
が
ド
ッ
サ
リ
！

　
ほ
か
に
、
親
戚
が
経
営
す
る
太
平
山
ポ
ー
ク

の
モ
ツ
を
使
っ
た「
も
つ
煮
」、ガ
ッ
コ（
燻
り
ガ
ッ

コ
）、
味
噌
漬
け
、
寒
麹
漬
け
、
味
噌

漬
け
、
赤
寿
司
な
ど「
秋
田
の
お
し

ん
こ
盛
」も
オ
ス
ス
メ
。
ち
な
み
に

赤
寿
司
と
は
、
も
ち
米
を
酢
と
赤

じ
そ
で
漬
け
た「
ご
飯
の
漬
物
」。地

元
で
は
こ
れ
を
お
か
ず
に
ご
飯
を

食
べ
る
人
も
い
る
ほ
ど
だ
。

　
秋
田
食
材
以
外
で
は
刺
身
類
が
、新
鮮
で
美
味
し
く
し
か
も

安
く
て
評
判
。
刺
身
盛
り
合
わ
せ
は
一
人
前
3
9
0
円
〜
。
9

月
か
ら
は「
ち
ょ
っ
と
早
め
の
晩
酌
」を
楽
し
め
る「
ほ
ろ
酔
い

セ
ッ
ト
」も
登
場
。
午
後
３
時
～
午
後
５
時
ま
で
の
時
間
限
定

で
、ド
リ
ン
ク
類
一
杯（
ビ
ー
ル
・
日
本
酒
な
ど
約
10
種
）＋
お
好

き
な
刺
身
一
品（
ま
た
は
酒
肴
）が
一
人
6
8
0
円
。
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お酒、料理

お酒、料理

　
沖
縄
・
ラ
グ
ナ
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
内
の
人
気
店「
和
琉
ダ
イ
ニ

ン
グ 

あ
ん
の
ん
」の
支
店
が
7
月
13
日
、
中
目
黒
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。目
黒
川
沿
い
の
小
径
か
ら
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
都
内
の
隠
れ
家

の
よ
う
な
佇
ま
い
で
、テ
ー
ブ
ル
席
、掘
り
炬
燵
席
、カ
ウ
ン
タ
ー

席
と
、さ
ま
ざ
ま
な
用
途
に
利
用
で
き
る
。

　
料
理
は
５
０
０
０
円
～
１
万
円
の
コ
ー
ス

が
主
体
。
食
材
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
沖
縄
か

ら
空
輸
し
、伝
統
的
な
沖
縄
の
味
の
ほ
か
、宮

廷
料
理
を
ベ
ー
ス
に
、
和
の
テ
イ
ス
ト
を
組

み
合
わ
せ
た「
あ
ん
の
ん
」な
ら
で
は
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
料
理
も
評
判
だ
。

　
初
め
て
の
利
用
に
は
５
０
０
０
円
の
コ
ー

中
目
黒
駅

あんのん★
さわやか信金●

●Cafe’sKitchin

東急
ストア

山
手
通
り

ソフトバンク●

●お酒
太平山 生酉元純米 グラス 650円
太平山 生酉元純米 一合 1,150円
太平山 純米大吟醸 天巧
　　　 グラス 980円
太平山 純米大吟醸 天巧
 　　　一合 1,750円
●おすすめ料理
コース料理
5000円、7000円、1万円
ランチ 1,600円～2,800円
東京都目黒区上目黒1-18-11
新サフィール中目黒ビル 1F

（目黒川沿いの入口）
TEL 03-6452-2911 
営業時間
ランチタイム 11：30～14：30

（ラストオーダー14：00）
ディナータイム 17：00～23：30

（ラストオーダー22：45）
定休日／日曜

ス
が
オ
ス
ス
メ
。
内
容
は
月
替
わ
り
だ
が
、
一
例

を
挙
げ
る
と
、
豆
腐
よ
う
、
ミ
ミ
ガ
ー
、
花
イ
カ

（
紋
甲
イ
カ
を
食
紅
で
加
色
）、
ス
ー
チ
ー
カ
ー

（
豚
肉
の
塩
漬
け
）、ミ
ヌ
ダ
ル（
豚
肉
を
泡
盛
、醤

油
、
砂
糖
な
ど
に
漬
け
込
み
黒
ゴ
マ
ダ
レ
を
ま
ぶ

し
蒸
し
た
も
の
）な
ど
の
他
、
慶
事
の
席
に
欠
か

せ
な
い
田
芋
の
饅
頭
の
豚
肉
詰
め
、
グ
ル
ク
ン
の

バ
タ
ー
醤
油
炒
め
、
ラ
フ
テ
ィ
な
ど「
あ
ん
の
ん
」

な
ら
で
は
の
沖
縄
の
味
が
そ
ろ
う
。

　
ち
な
み
に
、料
理
長
の
比
嘉
さ
ん
は
、20
年
来
の

太
平
山
生
酉元
純
米
の
フ
ァ
ン
。
調
味
料
と
し
て
ヤ

マ
キ
ウ
秋
田
味
噌
を
使
っ
て
い
だ
い
て
い
る
と
の

こ
と
で
、
期
せ
ず
し
て
沖
縄
と
秋
田
の
味
覚
コ
ラ

ボ
が
実
現
。人
気
店
ゆ
え
予
約
を
し
て
訪
ね
た
い
。

太
平
山
が
飲
め
る

お
店

お
す
す
め

太
平
山
を
飲
め
る
お
店
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

東
京
都
　
目
黒
区
中
目
黒

沖
縄
の
人
気
店
が
こ
の
夏
、東
京
に
進
出

伝
統
料
理
に
和
の
テ
イ
ス
ト
を
プ
ラ
ス

鶴川駅
本場

なまはげ
★

スターバックス
●

小田急
線

新宿→

←町田

ロータリー

●松屋

●
 OdakyuOX

●お酒
太平山　神月　一合　650円
※米焼酎「さんきち」もあります
●おすすめ料理
なまはげ爆弾　695円
太平山ポーク　もつ煮480円
秋田おしんこ盛り　500円
＊お通し・席料 無料、

東京都町田市能ヶ谷1070近藤ビル
4F
TEL042-735-8204
営業時間／15:00～24:00
定休日／年末年始

東
京
都
　
町
田
市
鶴
川
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本
場 

な
ま
は
げ
や

安
く
て
、美
味
く
て
、心
地
い
い

秋
田
直
送
の
食
材
を
使
っ
た
創
作
料
理
も
人
気

和
琉
ダ
イ
ニ
ン
グ 
あ
ん
の
ん 

中
目
黒
店



小玉醸造株式会社のモノ造り物語

る「
リ
ノ
ー
ル
酸
」
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、「
リ
ノ
ー
ル
酸
」
は
私
た
ち
の

か
ら
だ
の
中
で
は
作
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。
そ
こ
で
、日
々
の
食
事
を
通
じ
て
摂
取

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、ゴ
マ
に

は
カ
ル
シ
ウ
ム
、さ
ら
に
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
１
・
Ｂ

２
・
Ｅ
な
ど
の
栄
養
素
も
バ
ラ
ン
ス
良
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
近
年
の
研
究
で
は
、セ
サ

ミ
ン
や
セ
サ
モ
リ
ン
と
い
っ
た
ゴ
マ
特
有
の

抗
酸
化
物
質
の
働
き
に
よ
り
、
ご
ま
を
食

す
る
と
過
酸
化
脂
質
、ま
た
老
化
促
進
物

質
が
で
き
に
く
く
な
り
、
結
果
と
し
て
ガ

ン
の
予
防
に
つ
な
が
る
と
い
う
報
告
が
な

さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
秋
田
県
産
小
麦
1
0
0
％
使
用
。
1
年

6
ヶ
月
熟
成
杉
桶
仕
込
み
の
天
然
醸
造
醤

油「
ヤ
マ
キ
ウ
吟
醸
醤
油
」
を
じ
っ
く
り
漬

け
込
ん
だ
醤
油
風
味
の
ゴ
マ
ふ
り
か
け
。
炊

き
立
て
ア
ツ
ア
ツ
の
ご
飯
に
ふ
り
か
け
る

と
、上
品
な
醤
油
の
香
り
が
フ
ワ
リ
…
。
思

わ
ず
食
欲
も
す
す
み
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、お

に
ぎ
り
や
、お
ひ
た
し
、和
え
物
な
ど
の
料

理
に
も
お
使
い
い
た
だ
け
ま
す
。
　

　
美
味
し
い
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ゴ
マ

は「
不
老
長
寿
の
秘
薬
」
と
言
わ
れ
る
ほ
ど

栄
養
価
が
高
い
食
材
。
ゴ
マ
の
主
成
分
で
あ

る
脂
質
に
は
、コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
を
低
下

さ
せ
る
作
用
が
あ
り
、
必
須
脂
肪
酸
で
あ

11

「
ヤ
マ
キ
ウ

吟
醸
醤
油
ゴ
マ
ふ
り
か
け
」

新
発
売
！
上
品
な
醤
油
の
香
り
が
食
欲
を
そ
そ
り
ま
す

ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
に
て
8
月
14
日
開
催
さ
れ
ま
し
た

　
満
員
と
な
っ
た
客
席
は
大
半
が
家
族
連
れ
。
ま

ず
は
、「
中
村
さ
ん
」
が
秋
田
の
県
魚「
ハ
タ
ハ
タ
」

に
つ
い
て
切
り
出
し
ま
す
。す
る
と「
さ
か
な
ク
ン
」

が
イ
ラ
ス
ト
を
ス
ラ
ス
ラ
…
。
そ
の
流
れ
に
合
わ

せ
、「
中
村
さ
ん
」
が
ハ
タ
ハ
タ
の
生
態
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
し
ま
す
。
続
い
て
は「
さ
か
な
ク
ン
」

の
初
恋
の
相
手「
ウ
マ
ズ
ラ
ハ
ギ
」
に
つ
い
て
の
思

い
出
話
。
自
宅
で
ど
う
し
て
も
飼
い
た
か
っ
た
さ
か

な
ク
ン
。
親
に
頼
ん
で
活
魚
料
理
店
を
訪
ね
た
ら
、

活
き
造
り
に
な
っ
て
登
場
。
シ
ョ
ッ
ク
で
泣
き
出
し

て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
も
親
方
さ
ん
に
言
わ
れ

る
ま
ま
に
箸
を
付
け
た
と
こ
ろ「
ぎ
ょ
ぎ
ょ
っ
！
思

い
の
ほ
か
美
味
し
く
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
！
肝
和
え
は

最
高
で
す
！
」
と
告
白
。
さ
か
な
ク
ン
曰
く「
ウ
マ

ズ
ラ
ハ
キ
の
口
元
の
シ
ュ
ッ
！
と
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
が
た
ま
ら
な
い
」
の
だ
そ
う
で
す
。

　
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
は
、
さ
ら
に
、
食
物
連
鎖
の
話
、

N E W S

環
境
保
全
の
大
切
さ
へ
と
続
き
、最
後
は
全
員
が

参
加
し
て
の
ク
イ
ズ
大
会
。「
さ
か
な
ク
ン
」
が
描

く
イ
ラ
ス
ト
の
魚
の
名
前
を
当
て
る
も
の
で
、正

解
者
多
数
に
つ
き
最
後
は
ジ
ャ
ン
ケ
ン
で
勝
敗
を

決
定
。
勝
者
に
は
二
人
の
サ
イ
ン
入
り
イ
ラ
ス
ト

を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。
予
定
時
間
を
大
幅
に
オ
ー
バ
ー

す
る
ほ
ど
ノ
リ
ノ
リ
の
お
二
人
。
午
前
、
午
後
と

1
日
2
回
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
か
か
わ

ら
ず
、内
容
充
実
、お
客
さ
ん
も
大
満
足
の
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

さ
か
な
ク
ン
＆
中
村
征
夫
さ
ん
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

10

写真上／ハタハタの背中の斑点までしっかり再現。「ブ
リコ（玉子）の色が違うのは個体差」と中村さん 写真中
／さかなクンと交流のある八森の漁師・菊地陽一さん

（ 31歳）。男鹿水族館館には菊地さんが寄贈した魚も展
示されている  写真下／クイズに正解、かつジャンケン
の勝者には、さかなクン直筆の色紙もプレゼント

［0000］一瓶（120g）

525円（税込）

午前午後ともに会場は満員。
小さなお子様からシルバーエイジまで幅広い年代のお客さんでいっぱい

左から館長を務める弊社・小玉
真一郎、さかなクン、中村征夫さん



 

夏
か
ら
秋
に
か
け
て
の
秋
田
は
ナ

ス
の
季
節
。
塩
鯨
と
ナ
ス
を
味
噌

味
仕
立
て
の
鍋
に
す
る「
ナ
ス
の
ク

ジ
ラ
貝
焼
き（
か
や
き
）」
を
は
じ
め
、

小
ナ
ス
を
塩
と
明
礬
で
サ
ッ
と
漬

け
た
浅
漬
け
、
ピ
リ
リ
と
し
た
辛
さ

が
特
徴
の
ナ
ス
の
辛
子
漬
け
な
ど

の
漬
物
類
も
人
気
が
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
秋
田
を
代
表
す
る
ナ
ス
の
漬

物
と
い
っ
た
ら
、
ナ
ス
の「
花
ず
し
」

が
一
番
、
他
県
で
は
見
た
こ
と
が
な

い
、
ま
さ
に
、
秋
田
な
ら
で
は
の
ナ

ス
の
漬
物
で
す
。
主
に
県
南
地
域
に

伝
承
さ
れ
て
お
り
、
丸
ナ
ス
の
中
に

食
用
菊
、
唐
辛
子
、
餅
米
を
詰
め
て

麹
に
漬
け
込
み
ま
す
。
ナ
ス
の
青
、

12

酒菜
探訪
あきたの味

菊
の
花
の
黄
、
唐
辛
子
の
赤
と
、
色

彩
豊
か
で
見
た
目
も
華
や
か
。
麹
と

餅
米
の
発
酵
に
よ
り
、
漬
物
で
あ
り

な
が
ら
も
甘
目
に
仕
上
が
り
ま
す
。

「
秋
田
の
味
」＝「
味
が
濃
く
て
塩
辛

い
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
を
持
た
れ
が

ち
で
す
が
、
意
外
に
も
甘
口
の
味
付

け
が
多
い
の
も
特
徴
の
ひ
と
つ
。
ち

な
み
に
、
全
国
の
県
庁
所
在
地
の
中

で
年
間
ナ
ス
購
入
量
が
一
番
多
い

の
が
秋
田
市（
県
調
査
統
計
課「
秋

田
県
の
日
本
一
と
全
国
ベ
ス
ト
3

あ
れ
こ
れ
」
平
成
22
年
3
月
5
日
改

訂
版
調
べ
）
。
秋
田
人
に
は
無
類
の

ナ
ス
好
き
が
多
い
こ
と
を
デ
ー
タ

も
証
明
し
て
い
ま
す
。

見
た
目
も
色
鮮
や
か
な
秋
田
県
独
特
の
ナ
ス
の
漬
物

適
度
な
甘
さ
は
日
本
酒
と
の
相
性
も
い
い
よ
う
で
す

ナスの花ずし
日
帰
省
し
た
折
、

　
　
御
社
蔵
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
蔵
見
学
も
大
変
感

動
い
た
し
ま
し
た
が
、
も
っ
と
嬉

し
か
っ
た
の
が
、
蔵
元
限
定
品
コ
ー

ナ
ー
。古
く
か
ら
の
フ
ァ
ン
で
し
た

が
、
初
め
て
見
る
お
酒
の
ほ
か
、
酒

粕
、
饅
頭
や
佃
煮
な
ど
も
あ
る
の

で
す
ね
。神
奈
川
県
／
成
田
様

ご
見
学
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
大
多
数
の
商
品
は

通
販
、
HP
で
購
入
い
た
だ
け
ま
す
が
、

数
量
な
ら
び
季
節
限
定
ゆ
え
、
蔵
元

売
店
で
し
か
ご
購
入
で
き
な
い
限
定

品
、
秘
蔵
品
が
ご
ざ
い
ま
す
。
秋
田

市
内
か
ら
最
寄
Ｉ
Ｃ（
秋
田
中
央
IC

～
昭
和
男
鹿
半
島
IC
、
約
20
分
）は

高
速
料
金
が
無
料
で
す
。
是
非
お
立

ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

願
の
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
の

訪
問
が
か
な
い『
ナ
シ
ョ
ナ

ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
』の
企
画
展

を
堪
能
い
た
し
ま
し
た
。
創
業

1
3
0
余
年
の
老
舗
な
ら
で
は
の

風
格
で
し
ょ
う
か
、
ホ
ー
ル
に
い

た
る
プ
ロ
ロ
ー
グ
も
雰
囲
気
が
あ

り
ま
し
た
。
次
回
以
降
の
企
画
展

開
催
時
に
も
ぜ
ひ
訪
ね
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
岩
手
県
／
菊
池
様 

ギ
ャ
ラ
リ
ー「
ブ
ル
ー
ホ
ー
ル
」

で
は
、
9
月
20
日（
祝
）ま
で
、

ナ
シ
ョ
ナ
ル
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
動

物
写
真
家
8
人
展「
揺
さ
ぶ
る
魂
・
野

生
の
叫
び
」と
、
中
村
征
夫
さ
ん
の

「
熱
帯
夜
」の
作
品
展
が
開
催
さ
れ
て

い
ま
す
。
蔵
見
学
を
兼
ね
て
是
非
お

立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

の
夏
の
暑
さ
が

　
　 

原
因
で
し
ょ
う
か
？
味
噌
が
い

つ
も
よ
り
濃
い
色
に
な
つ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
品
質
に
問
題
は
な
い

の
で
し
ょ
う
か
　
東
京
都
／
高
橋
様

味
噌
は
生
き
て
い
ま
す
。
出

荷
後
も
熟
成
が
進
み
ま
す
。

濃
い
色
に
変
化
す
る
の
は
熟
成
が
進

む
た
め
で
、
適
度
に
進
ん
だ
も
の
は

風
味
、
味
に
よ
り
深
み
が
増
し
ま
す
。

常
温
で
の
保
管
も
可
能
で
す
が
、で

き
れ
ば
冷
蔵
庫
に
入
れ
て
多
く
と
、

色
合
い
、
風
味
の
変
化
を
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
　
月
29
日
初
め
て

　
　 

御
社
の
蔵
見
学
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。何
十
年
も
前
、私
が
嫁
に

来
た
頃
は
、自
家
製
の
味
噌
作
り
を
手

伝
い
、藁
で
く
る
ん
だ
味
噌
玉
お
軒
先

に
並
べ
て
い
ま
し
た
。大
き
な
樽
が
並

ぶ
蔵
に
入
る
と
、そ
の
と
き
と
同
じ
香

り
が
し
、と
て
も
懐
か
し
く
感
じ
ま
し

た
。自
宅
に
帰
り
、お
土
産
に
購
入
し
た

饅
頭
や
佃
煮
を
美
味
し
く
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、後
に
6
月
29
日
が
佃
煮
の
日

と
知
り
ち
ょ
っ
と
驚
き
ま
し
た
。岩
手

県
／
雪
ノ
浦
様

弊
社
の
味
噌
・
醤
油
づ
く
り

の
責
任
者
は
岩
手
県
北
の
出

身
。
大
学
卒
業
後
、縁
あ
っ
て
秋
田
に
。

弊
社
1
3
0
余
年
の
味
噌
・
醤
油
づ

く
り
の
伝
統
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
。

読者のページinfo@kodamajozo.co.jp
●ご意見・ご感想をE-mailでも受け付けております。 

広場

こ

6

先念

季
刊【
藏
】四
拾
七
の
巻

■
表
紙
の
人

今
回
の
表
紙
の
人
は
伊
藤
久
視
さ

ん
。
1
9
7
1
年
五
城
目
町
生
ま

れ
。
89
年
4
月
入
社
。
営
業
部
等

を
経
て
、
通
販
＆
「
蔵
」
編
集
委

員
を
担
当
。
03
年
か
ら
は
両
部
門

の
責
任
者
と
し
て
手
腕
を
振
っ
て

い
ま
す
。
永
ら
く
「
影
の
人
」
と
と

し
て
素
顔
の
公
開
を
控
え
て
い
た

が
、
こ
の
た
び
通
販
店
店
長
と
し

て
デ
ビ
ュ
ー
。
弊
社
の
顔
と
し
て

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
の
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。


